
 

 

 

 

  

 １２月４日（月）から「愛媛県学力診断調査」を実施しました。この調査は、小学５年

生と中学２年生を対象に、「児童生徒の学習指導要領における各教科の目標や内容の実現

状況を把握し、指導の成果と課題を明らかにすることにより、学校における児童生徒への

教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるとともに、教育施策の成果と課題を検証し、

その改善に資すること」を目的としています。今年度は、昨年度より１教科の実施時間を

延長し、小学校は３５分間、中学校は４０分間で実施しました。授業作りを意識した問題

となっており、授業改善への提案をしています。 

愛媛県学力診断調査の結果・分析 

１ 「愛媛県学力診断調査」に込めた授業改善の視点 

  今回出題した問題は、学習指導要領の目標・内容等に基づくもので、小学校の調査

問題については小学校第５学年までに、中学校の調査問題については中学校第２学年

までに、十分身に付け活用できるようにしておくべきと考えられるものを、各領域等

からバランスよく出題しています。 

出題した問題の中で、特徴的な問題の観点を２つ紹介します。 

  ⑴ 児童生徒が自ら問題を見いだし、自ら考え、対話しながら問題を解決したり、学

習活動を自ら振り返り意味づけたりするなど、「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた学習過程の改善のメッセージとなるような観点 

   小学校理科 大問１（一部） 

   出題の趣旨：他者の考えや意見を受け、解決の方法の妥当性を検討することができ 

るかどうかをみる。 
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  自分の予想どおりの結果の見通しをもつだけでなく、他者の予想どおりの結果に    

ついても併せて考えるようにすることが大切です。そうすることで、よりよい解決   

の方法を発想できるだけでなく、自分の予想と結果の一致、不一致が明確になり、

必要に応じて自分の考えを柔軟に見直し、その妥当性の検討を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 日常生活の場面等において問題を解決したり、考察したりする観点 

中学校数学 大問７（一部） 

    出題の趣旨：目的に応じてデータを収集して分析し、その傾向を読み取り、批判 

的に考察し判断することができるかどうかをみる。 

０．２６ 

０．３３ 



「家庭学習時間について、自分は他の人と比べて長いかどうか」など、児童生徒 

の日常生活に直結する問題を設定し、ヒストグラムや相対度数などを基にしてデー   

タの分布の傾向を読み取り、自分の家庭学習時間が平均値を超えているから長い方     

である」と判断することが適切であるかについて批判的に考察することをねらいと 

しています。 

６７５．０ 

（例）③を選んだ場合 

中央値は 631.5 分である。よってひろこさんのテスト前の家庭

学習時間 600分は長い方とはいえない。 



 

これら以外の問題についても、教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・ 

学習意欲の向上等に役立てるという視点から、学習指導上特に重視される点や身に 

付けるべき力を具体的に示すメッセージを込めて出題しています。各学校において、 

学力調査の分析を通して、子供たちの各教科の目標の到達状況を確認し、今後の指 

導方法の工夫や改善を図っていただきたいと思います。 

 

２ 教科調査結果と質問紙調査結果のクロス集計から 

Ｑ 学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、    

勉強をしますか(学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、   

インターネットを活用して学ぶ時間も含みます)。 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

   小・中学校ともに、最も多くの時間をかけて勉強している児童生徒よりも、小学校   

は「１～２時間」、中学校は「２～３時間」の学習時間の児童生徒の平均得点率が高い   

この結果から、ただ長時間、勉強に励むことがよい結果につながるわけではなく、 

自分に合った学習方法で取り組むことが大切なことが分かります。長時間学習に取り 

組んでいるにも関わらず、学力の定着に結びついていない児童生徒には、個別に学習 

方法や内容を確認し、個に応じた方法を助言することでさらに力を伸ばすことが 

必要です。 

  



Ｑ 授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料  

や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす   

ることができていますか。【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   小・中学校ともに、授業の中で「自分の考えを他者に分かりやすく伝えられるよう 

に工夫すること」「話合い活動に熱心に取り組むこと」を意識して行う児童生徒ほど、 

各教科の平均得点率が高くなる傾向が見られます。各学校において、他者と協働する 

ことを通して、自己を表現する力の育成を図りながら、子供たちが主体的・対話的に 

取り組み、深い学びの実現につなげることができるよう、授業改善に引き続き取り組 

んでいただきたいと思います。 

 

Ｑ 自分には、よいところがあると思う。【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

   小・中学校ともに、「自分にはよいところがある」「自分のよいところを認めてもら  

っている」と感じている児童生徒ほど、各教科の平均得点率が高い傾向が見られます。  

学習環境を整えるとともに、子供たちの自己有用感を高めることも学力向上に向けて 

重要な視点です。 

 

３ 調査で成績上位であった学校の取組 

  今回の調査において、成果の上がっている学校の具体的な取組を、当該校の学力向上 

推進計画から紹介します。 

松山市立東雲小学校        【 学力向上推進計画 （前期） 】  

  

    

 

 

 

 

 

  新居浜市立西中学校 

 

 

 

 

 

 

  各学校においても、今回の調査結果を分析し、自校の課題を把握した上で、子供たち 

に身に付けさせたい資質・能力を明確に設定し、学習指導の改善に取り組んでいきまし 

ょう。これまでに成果のあった取組を継続するとともに、各校の学びの課題克服に引き 

続き取り組むことで、全ての子供の可能性を引き出す学びの実現に、共に最善を尽くし 

ていきましょう。 

◎ 児童の理解度を確認するた
めに、また分析から課題とな
った内容の振り返りテストを
作成・実施するために、ＥＩＬ
Ｓを効果的に活用していま
す。 

◎ 話し方や聴き方の指導を継
続して行い、学び合い学習を
充実させています。 

◎ 全国学力・学習状況調査
の結果分析をしっかりと行
い、課題となった「必要な
情報を正しく読み取り伝え
る力」を向上させるため、
授業や定期テスト問題の改
善等の取組を行っていま
す。 


